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ず
、
い
か
に
自
分
の
こ
と
と
し

て
と
ら
え
て
い
く
べ
き
か
を
考

え
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
ひ
の
っ
こ
保
育
所
】

●
運
動
で
体
力
と
仲
間
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
し
た

　

ひ
の
っ
こ
保
育
所
で
は
、「
運

動
」「
食
育
」「
絵
本
」
の
３
つ

を
柱
に
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

日
ご
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

３
歳
以
上
児
は
朝
の
活
動

で
、
歌
や
リ
ズ
ム
運
動
で
十

分
に
体
を
動
か
し
、
異
年
齢
同

士
の
活
動
の
中
で
〝
仲
間
〟
と

し
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
園
の
敷
地
回

り
を
走
る
マ
ラ
ソ
ン
に
も
取
り

組
み
、
自
分
の
目
標
に
対
す
る

達
成
感
や
体
力
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

●
自
然
を
体
感
す
る
こ
と
で

た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
ま
す

　

食
育
に
関
し
て
は
、
自
然
の

中
に
あ
る
保
育
所
と
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
と
収

穫
、
ア
ユ
の
放
流
、
ア
ユ
つ
か

み
、
も
ち
つ
き
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
い
ろ
ん
な
体
験
を
し
て

い
ま
す
。

　

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
子

ど
も
た
ち
は
よ
り
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年
か

ら
は
、
バ
ケ
ツ
で
稲
を
育
て
る

こ
と
に
取
り
組
み
、
土
づ
く
り
、

田
植
え
、
水
管
理
、
稲
刈
り
、

天
日
干
し
、
脱
穀
、
精
米
を
手

作
業
で
行
い
、
新
米
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
も
み
殻
で

焼
き
芋
を
し
、
最
後
わ
ら
で
し

め
縄
を
作
り
ま
し
た
。
一
つ
も

無
駄
に
せ
ず
利
用
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
広
島
・
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
の
日
や
終
戦
の
日
に

合
わ
せ
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
写

真
や
紙
芝
居
で
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
の
日
は
戦
時
中
の
食
事
を
再

現
し
、
カ
ボ
チ
ャ
入
り
の
す
い
と

3

3

3
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と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
お
か
ゆ
を
作

り
ま
し
た
。
味
が
薄
く
、
み
ん
な

「
ま
ず
い
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
が
幸
せ
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ

た
と
思
い
ま
す
。

●
「
命
を
い
た
だ
く
」
こ
と
の

大
切
さ
を
知
る

　

毎
年
、
ア
ユ
つ
か
み
の
際
に

「
命
を
い
た
だ
く
」
話
を
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
人
権
・
同
和

教
育
研
究
集
会
の
講
師
と
し
て

招
か
れ
て
い
た
坂
本
義
喜
さ
ん

に
お
話
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

一
頭
の
雌
牛
と
の
出
会
い
か

ら
自
分
の
仕
事
の
意
味
を
考
え

る
ま
で
。
そ
し
て
「
命
を
い
た

だ
く
」
と
い
う
感
謝
の
心
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を

続
け
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
た
く
ま
し
く
優
し
い

心
を
持
っ
て
育
っ
て
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
日
野
高
校
】

　

日
野
高
校
で
は
、
人
権
教
育

目
標
を
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理

解
を
深
め
、
差
別
解
消
に
取
り

組
む
意
思
と
実
践
力
を
育
成
す

る
」「
自
己
肯
定
感
を
は
ぐ
く

み
、
多
様
な
他
者
と
豊
か
に
つ

な
が
り
、
一
人
一
人
が
本
来

持
っ
て
い
る
能
力
を
発
揮
し
て

自
己
実
現
を
図
る
」
と
し
て
、

年
間
を
通
し
て
人
権
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
主
な
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

●
4
・
5
月
…
「
仲
間
づ
く
り
」

（
１
・
２
年
次
生
）、「
就
職
差
別

（
統
一
応
募
用
紙
・
違
反
質
問
）

に
つ
い
て
」（
3
年
生
）

●
7
月
…
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防

学
習
会
」（
全
学
年
）

　

講
師
に
鳥
取
県
Ｄ
Ｖ
予
防
啓

発
員
の
藤
田
栄
子
さ
ん
、
服
部

久
美
子
さ
ん
、
佐
藤
淳
子
さ
ん

の
3
人
を
招
き
、
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

●
9
月
…
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
」

に
つ
い
て
の
学
習
（
２
年
次
生
）

●
10
月
…
「
結
婚
差
別
に
つ
い

て
」（
3
年
次
生
）

　

講
師
に
坂
田
か
お
り
さ
ん
を

招
き
、
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

●
11
月
…
「
よ
り
よ
い
人
間
関

係
を
目
指
し
て
～
イ
ラ
イ
ラ
を

下
げ
る
方
法
～
」（
1
年
次
生
）、

「
日
野
高
校
の
Ｗ
Ｙ
Ｓ
Ｈ
教
育
」

（
2
年
次
生
）、「
結
婚
差
別
問

題
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
課
題
を
解
決
す
る
行
動
力
と

実
践
力
を
身
に
つ
け
る
」（
3

年
次
生
）、「
人
権
教
育
Ｌ
Ｈ
Ｒ

公
開
授
業
」

●
12
月
…
全
校
生
徒
対
象
講
演

会
（
予
定
）、「
ア
ン
ガ
ー
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」「
性
に
関
す
る
指

導
講
演
会
」

　

そ
の
ほ
か
、
教
職
員
研
修
会

と
し
て
、
７
月
に
下
榎
隣
保
館

で
現
地
学
習
会
を
行
い
、
10
月

に
は
坂
田
か
お
り
さ
ん
を
講
師

に
招
き
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
生
徒
の
自
尊
感
情
や

自
己
肯
定
感
を
は
ぐ
く
み
つ

つ
、
人
権
意
識
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
計
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲人権教育 LHR 公開授業の様子

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

人
権
の
ま
ち   
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▲地域との交流を通し大きく成長

▲さまざまな人権問題や差別について学ぶ
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子どもの将来を考えた学校の在り方を
日野町立小学校、中学校などの設置および校区の設定について審議する、日野町校区審議会が、11月 19 日、
町役場で開かれました。審議会では、会長に本名俊正さん（元鳥取大学学長顧問）、副会長に神庭賢一さんが
選ばれ、以下のことについて審議されました。

第1回日野町校区審議会を開催

子どもの未来はまちの未来。将来を見据えた学校づくりを
審議会では、町教育委員会から小中学校の設置および校区の設定について意見が求められました。

１．諮問事項
日野町立小学校、中学校などの設置および校区の設定について

２．諮問理由
▼将来における児童生徒数の減少　…　5年後の2023年度には、黒坂小学校25人、根雨小学校51人、

日野中学校 36人と推計されている。また、黒坂小学校では
3学級（すべて複式学級）編制、根雨小学校では４～５学級
（複式学級 1～ 2学級）編制となる見込みであること

▼少人数編成が抱える課題　　　　…　小中学校ともどの学年も単学級で、人間関係が固定化しやす
いほか、少子化が進むにつれ、体育や音楽など大人数で行う
学習活動が困難になってくること
個に応じた指導や地域との関わりの中で、一人一人の学力向
上や人格形成が図られてきたものの、少人数であるがゆえに
多様な意見や価値観に触れる機会がきわめて少ないこと

▼小中一貫教育の充実化　　　　　　…　町では、平成 21 年度から小中一貫教育（平成 23 年度から
は保小中一貫教育）を進めてきたが、より一層の充実のため
に小中一貫型小学校・中学校や義務教育学校についても検討
していく必要があること

2020 年 3 月末までに方向性を示す方針
全国的に少子化が進む中、町でも児童生徒数の増加は見込めない状況です。第 1回審議会では、児童生徒数
の推移や、各学校の現状と課題について意見交換が行われました。

今後、３カ月から 4カ月に 1回程度の頻度で審議会を開催するほか、
必要に応じて町内各学校や他市町村の視察、意識調査を行っていき
ます。教育委員会から諮問された内容について、2020 年 3月末を
めどに、答申を出す方向で審議が勧められます。　　　
問合せ先 / 町教育委員会（電話 72-2107）

（１）児童生徒数の減少に対応した学校の在り方について
（２）保小中一貫教育の視点から見た学校の在り方について
（３）小学校統合または義務教育学校の設置など、
　　  新たな学校を設立する場合の位置について


